


 INTERVIEW 1 外国人自助組織

　日系ブラジル人の中島イルマさんは 5年前に浜松国際交流
協会に関わり始めた。3～ 4年ほど外国人児童の支援に携わる
間に、子どもたちが将来に目標を持てていないことに気がつい
た。特に、リーマンショック後は両親の失業が直接的に子ども
の教育にも悪影響を及ぼしている。学校へ行けなくなったり、
給食代を払えなくなったりすることに加え、自分が将来何にな
りたいかという希望が見出せなくなっていた。子どもは親の背
中を見て成長するため、親への支援が必要だと痛感した。経済
不況のあおりで工場労働者としての仕事が難しくなっていたた
め、仲間と共に新たな道として介護職への就労支援を行うこと
を決めた。2011 年 1月に、仲間とともにグローバル人財サポー
ト浜松を立ち上げ、同年 6月から介護のための日本語講座を
始めた。この講座では、介護の専門用語や簡単な介護技術を教
え、さらに受講者が介護ヘルパー 2級の資格を取得できるよ
う資格取得に必要な日本語学習のサポートをしている。
　イルマさんは自らも 3か月間の猛勉強を経て介護ヘルパー 2
級の資格を取得した。彼女の経験は、同じ外国人受講者の資格
取得を励ます際に説得力をもつとともに、受験の辛さや大変さ
も共感できる点で大きな意味をもつ。

　インタビュー当日、介護に携わる外国人のための日本語教室
（文化庁委託事業）を見学させていただいた。講座は職場等で
の会話と専門知識のための日本語を学ぶ二部構成となっている。
そして日本語の授業が終わると、イルマさんが受講生たちと話
し合う場が設けられている。ここでは、実際に介護現場であっ
た問題や対人関係など、ポルトガル語やスペイン語で話し合う。
この時間を通して、受講者は互いに仕事の悩みやプレッシャー
などを分かち合うことで、ストレスを解消することができる。

イルマさんにこれまでの一番印象深い出来事を聞いたところ、
元受講生からの励ましの言葉を教えてくれた。その彼女は介護
の仕事に疲れ果てて自殺までも考えていたが、この講座のおか
げで彼女が抱えていた悩みや苦しみは「私だけじゃない」とホッ
としたそうだ。最初は相手の日本人の意地悪やいじめだと思っ
ていた事が、こうした交流を通して、単なる文化の違いなどに
よる誤解だとわかり、気持ちを切り替えることができたという。

　グローバル人財サポート浜松では、その他の目的でも日本
語教室を開催している。その中で、私が興味を持ったのは、「親
子で日本語」という教室だ。学校の宿題や授業で困っている
子どもたちだけでなく、両親も一緒に教室に参加することが
できる。親子で同時に日本語を勉強するほか、親子のコミュ
ニケーションの促進にもつながる。また、日本語のプライベー
トレッスンも行なっている。浜松では外国人が多いため、ボ
ランティア団体による無料日本語教室も少なくない。そうい
う現実に対して、団体がどんな特色を打ち出せるかを考えて、
相手のニーズに応じて日本語を教えるという案を思い付いた。

　外国人労働者の集住地域の一つとして知られている浜松市。2008年のリー

マンショック以降、多くの外国人労働者が失業に追い込まれ、製造業以外の

仕事の機会が求められるようになった。その一つが介護現場である。浜松に

拠点を構える一般社団法人グローバル人財サポート浜松では、１年前から外

国人介護ワーカーの育成を始めた。日本社会の急速な高齢化に伴って、介護

現場では慢性的な人手不足は深刻な問題で、外国人の定住化に伴う多言語に

よる介護サービスの提供の必要性もあり、外国人介護ワーカーの存在は、労

働力ばかりか日本人と在住外国人を繋げる “ 架け橋 ” の役割を果たすことが

期待される。グローバル人財サポート浜松が外国人介護ワーカーの育成に携

わることになった契機や具体的な活動内容についてお話を伺った。

介護ワーカー養成のきっかけ

日本語講座

写真：介護に携わる外国人のための日本語教室。

一般社団法人グローバル人財サポート浜松

「外国人介護ワーカーの育成を目指す   
～福祉を通して共生社会の実現へ～」

２たぶんか便り



例えば、あるペルー人夫婦がレストランを経営しているため
に、お客さんにメニューを紹介する日本語を勉強したいと申
し出たそうだ。南米人に限らず、韓国人や中国人からの依頼
にも応じている。

　代表理事の堀永乃（ほり・ひさの）さんにもお話を伺った。
この事業に対して難しいと思うところは、外国人の介護に対
して偏見を持っている施設が多く、介護ヘルパーの受け入れ
に協力してくれる施設がまだ少ないという。しかし、実際に
外国人を雇用する介護施設では、雇用主や利用者の家族が外
国人介護ヘルパーに信頼を寄せている。どのように日本人と
外国人双方の先入観や偏見をなくすのか。やはり相互で交流
できる場を設けるべきだという。団体としては 2013 年 2 月
14 日に浜松で介護に関する国際シンポジウムを開催しようと
している。これは施設側だけでなく、要介護者を抱える家族や、
介護に関心をもつ在日外国人などに参加してもらい、外国人
介護ワーカーの受け入れ方やノウハウを皆で共有するためだ。
また、現在の団体名には「浜松」が入っているが、将来的に
は浜松以外の地域にも活動を拡げたいというビジョンを堀さ
んは抱いている。工場の仕事は 3K（汚い、危険、きつい）だ
が、介護の仕事は最も「神様に近い領域」だと堀さんはいう。
そして、外国人介護ワーカーを増やすことに、やり甲斐を感
じている。

　尾崎スエリさんは介護の仕事を始めて 3年 4 ヶ月になる。
その前は 17 年間、工場で仕事をしていた。スエリさんにこ
の講座に継続して通っている理由を聞くと、「授業で習う介護
の専門用語と漢字は難しいが、ここで助かることは、皆で悩
みを話し合うことができることと、何か困ったことがあれば、
すぐここに電話することができることです。もちろん、自分
に負けたくないという気持ちもあります」と答えてくれた。
現在の職場で働く外国人はスエリさん一人だけだが、日本人

の同僚と同様に扱われている。スエリさんはブラジルに居た
時、看護師になる勉強をしていたので、介護の仕事には慣れ
ていた。スエリさんは、介護福祉士の資格を取って、将来は
ブラジルに帰って友達と一緒に施設を開きたいと夢を語って
くれた。

　台湾では日本と同じく高齢化社会を迎えている。十数年前
から外国人介護労働者を受け入れはじめ、年々その需要が
高まっている。彼女たちは 3年契約（最長 12 年間）で雇用
されているため、契約期間の制約で言葉や文化などの隔た
りがなかなか解消されない。今回のインタビューを通して、
在住外国人の介護ワーカーの育成についていろいろと考え
させられた。これは日本人と外国人の関わり方を考えてい
くうえで、社会全体のより持続的な発展に繋がると思う。
（文責：張雅婷）

  一般社団法人グローバル人財サポート浜松

記者あとがき
介護をシェアしよう

写真：介護福祉士をめざすブラジル人のスエリさん。

写真：左から中島イルマさん、代表理事の堀さん、スエリさん、藤田さん　
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僚のものを勝手に使っていました。
数日後、同僚に指摘されて初めて気
が付いたときは恥ずかしくてたまら
なかったです。何で最初に聞かなかっ
たのだろうと悔しい思いをしました」
と、タンさんは当時の想い出を苦笑
いしながら語ってくれた。　

　日本人の印象を尋ねると「日本人は
仕事に一生懸命です。みんな熱心で、
わからないことを尋ねるとわざわざ確
認して教えてくれます。でも、道端で
ご近所さん同士が話をしている姿はあ
まり見かけません。それが少し寂しい
です」とタンさん。ベトナムでは、い
つもドアを開放し、ご近所さん同士で
会話をしているそうだ。「年齢に関係
なく、誰とでも話すことができるのも
ベトナムの特徴です。また、家族を大
事にしていて、お正月には皆で集まっ
て先祖のためにお参りをします。日本
のお盆のような感じです。今は日本に

いるので、お正月にベトナムに
帰れないこともあります。そん
な時は、皆でベトナム料理を
作ってパーティーをします」と
教えてくれた。「日本人は困っ
ていても我慢したり、少しずつ
頑張ったりしているところがす
ごいです。それがベトナム人と
は違います。ベトナムで今回の
ような震災があったら、混乱し
てバラバラになると思います」。

　来日当初、会社と自宅を往復するだけ
の毎日だったタンさん。周りにもベトナ
ム人の友人はいなかった。その生活が変
わるきっかけになったのは、市庁舎で開
催されていた日本語教室（大府市国際交
流協会主催）だった。「研修生の友人に教
えてもらい、一年くらい日本語教室に通
いました。日本語教室へは、日本人と交
流したい、日本語を忘れないようにした
い、将来のために日本語の能力を高めた
いという思いから通い始めました」。その
後、別の教室に変わり、現在は月曜日と
木曜日の週に 2回、日本語を勉強してい
る。「たくさんの勉強のおかげで、話した
り読んだりすることがだいたいできるよ
うになりました。仕事で使う日本語は仕
事をしながら覚えました。リーダーや課
長も直接教えてくれます。教室では、時々、
日本人との交流会もあります」。今年の 3
月、タンさんは勉強の成果を活かし、同
市国際交流協会主催の日本語スピーチ大

　ベトナムからやってきたエンジニアのチャン・ヴァン・タンさんは来日してまもなく
4年になる。ベトナムで 6か月間にわたり日本語を学んでいたため、来日初期に日本語
がわからなくて困ることはあまりなかった。しかし、当時は知り合いがほとんどいなかっ
たため、友人と話すことも出かけることもなく、職場と自宅の往復の日々だった。寂し
くて帰りたくてたまらなかった。そんな日々から数年、今では近隣のベトナム人の中心
的な存在となったタンさん。来日から今日まで、タンさんはどのように日々を過ごして
きたのだろうか。外から吹き込む風が心地よい夕暮れ時、タンさんの暮らす社員寮でお
話を伺った。

　ベトナムで日本企業への採用が決
まってから、20 人ほどのクラスで日本
語を勉強した。勉強が一段落した頃、
日本から企業の担当者がやってきて面
接を受け、日本行きが正式に決定した。
友人が日本で働いていたため、日本に
行くことに不安はなく、日本に来てか
らも想像とのギャップを感じることは
なかった。現在はエンジニアとして図
面からプログラムをつくる仕事をして
いる。そんなタンさんだが、来日当初
に失敗したことがあった。「今の会社で
働き始めたころ、会社のルールがわか
らなくて恥ずかしい思いをしたことが
ありました。以前勤めていたベトナム
の会社では、軍手や作業服など、すべ
てが会社から用意してもらえました。
ところが、今の会社では軍手は自分で
用意するルールになっていました。僕
はそのことに気が付かず、しばらく同

初めての日本、会社のルール
への戸惑い

ベトナムと日本の文化

日本人との交流のきっかけ

 「日本での経験を糧に 
  ～新たな出会いと未来への道～」

 INTERVIEW2 外国にルーツをもつ人々

写真：日本語スピーチ大会に出場したタンさん。写真：インタビューの様子。
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会に出場した。スピーチ大会では、震災
に負けずに頑張っている日本人の精神に
ついて自らの思いを発表した。タンさん
のスピーチが終了したあと、被災地に向
け、皆で黙とうをした。そのことにタン
さんは深く感動したそうだ。　

　また、タンさんは日本語教室をきっか
けに地域のイベントへも積極的に参加す
るようになった。5月に行われた地域の
運動会では、綱引きや防災リレー（防災
に関するグッズを持ってリレーを行う）
に挑戦した。「綱引きでは、日本人とベ
トナム人が混ざり合うことができて、楽
しかったです」と笑顔で語る。10 月に
行われる産業文化祭りではコーヒーの販
売を行う予定だ。「産業文化祭りは昨年
も参加したのですが、最初はお客さんと
お話しするのがとても恥ずかしかったで
す。でも、途中から慣れて楽しくなりま
した」とタンさん。今では来日当初のよ
うな寂しさはなくなった。

　時には、友達と旅行をすることもあ
る。これまでに、富士山や京都、東京
へ旅行した。「一番楽しいのは、誰かと
海へ行って貝を採りながら話したりす
ることです。海ではないですが、先日
行ったリトルワールドも楽しかったで
す。知りたいことがたくさんあるので、
どこかに行くのはとても楽しいです」。

　タンさんの日本語の先生でもあり、
タンさんら外国人の地域のイベントへ
の参加を橋渡ししている北井康弘さん
にお話を伺った。「大府市国際交流協会
のボランティアをしていて、国際交流

協会としてもっと地域に根差した活
動がしたいと思い、地域のイベント
に彼らを誘うようになりました。ま
た、彼ら自身、職場でも日本人と話
す機会があまりなかったようなので、
地域で活動すれば認知度が上がり、
日常的に声掛けができるようになる
のではないかと思い誘いました。地
域とつながって一緒に何かやるとい
うのは一番大事であり、難しいこと
です。今は、タンさんたちのおかげ
で、地域とつながるチャンスをもらっ
ていると思っています。イベントへ
の参加を通じて、地域に根差すチャ
レンジをしています。外国人が地域
に根差すことができれば、他の社会
問題も解決できるのではないかと思
います」と思いを語ってくれた。
　地域住民からは、「2年前に出た踊
りをまたやってほしい」「どこのグ
ループなの？」と話しかけてもらえ
るなど、外国人への認識が広がり始
めている。「一年ぐらいやって、やっ
と認知してもらえ始めました。日常
的なお付き合いができるようになる
のはそれからですね」と北井さん。「ベ
トナム人は明るく、皆で集まって何
かをするのが好きです。ベトナム人
の今の状況は昔の日本に似ているの
で、日本の 60,70 代の方はベトナム
人を見て懐かしいと思うのではない
でしょうか。楽しいときは皆で声を
張り上げたり、そうした明るさが年
配の人から見るといいなと思っても
らえるのではないかと思います。ベ
トナム人と日本人の交流はお互いに
メリットがあります。僕はそ
の機会をつなげているだけで
す」。
　北井さんの言葉を受け、「皆、
参加したい、手伝いたいと思っ
ています」とタンさん。「日本
人からたくさん助けてもらっ
ているので、自分ができるこ
とを少しでもやってあげたい。
明日も先生の家で草取りをし
て、ベトナム料理をつくって

皆で食べます。日本とベトナムは遠
いです。だから、日本で働いていて
困ったときに気軽に相談できる日本
人の友達がたくさんほしいですね。
困ったときに近くの日本人に聞ける
のは安心できます」と笑顔で語って
くれた。

　将来はベトナムで日本と関わる仕
事がしたいというタンさん。「夢は 2
つあります。1 つ目は、日本語のク
ラスを開くことです。私の出身であ
るベトナム中部の “ビン（VINH）” に
は日本語を学べるところがほとんど
ありません。勉強をしようと思うと
ホーチミンやハノイに出なければな
りません。近年は日本の工場がベト
ナムに増えており、日本語を勉強し
たい人が多くいるので、中部にも日
本語の学べる場所をつくりたいです。
そのための土地も買いました。もう
一つの夢は、結婚式などパーティー
のできるレストランをつくることで
す。日本のサービスは素晴らしいの
で、今のベトナムにはないサービス
を提供できるレストランをつくりた
いです」。
　来日から 4年、タンさんは日本で
も居場所を見つけ、充実した日々を
送りながら、着実に夢に近づいてい
る。温かく柔らかい笑顔が輝くタン
さんのこれからを応援している。
（文責：河村槙子）

地域とのつながり
輝く未来

イベントから日常へ

写真：タンさん（左）と北井さん（右）。

写真：北山コミュ二ティ運動会に参加したタンさん。
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 ６たぶんか便り

1. やさしい日本語普及啓発事業（愛知県委託事業）

1. 外国人コミュニティサポート事業（あいちモリコロ
基金助成、真如苑助成等）

1.facebook による多文化情報発信

2. 講師派遣

2. 外国人コミュニティフェア

3. 多文化スクール

3. 外国人相談員研修事業

多文化共生理解促進事業

外国人住民の社会参画促進事業

多文化共生社会づくりに関する
情報及び人材のネットワーク構築事業

10 月 8 日に法人格を取得して 3 周年を迎えた多文化共生リソースセンター
東海。4 期目となる今期は、多文化共生社会の形成に向けた「意識づくり」、

「仕組みづくり」、「環境づくり」に積極的に取り組みます。

日本人の外国人に対するコミュニケーション能力を高める

ことを目的に、遊び感覚で「やさしい日本語」に触れ、親

しんでもらうための携帯アプリケーション及びコンテンツ

を開発します。

「活動を続けたいけど、資金が足りない…」「活動メンバーを増

やすにはどうしたらいいの？」そんな悩みを抱える外国人自助

組織の皆さんの活動をサポートします。研修会から個別サポー

トまでニーズに応じたサポートを行います。

facebook ページからほぼ毎日、多文化共生に関する

ニュースや行政情報、イベント案内等を発信します。

多文化共生に関する研修会やセミナー等に講師を派遣し

ます。多文化共生の概論から「日本語教育」「外国人相談」

といった個別のテーマまで、各地の事例とともにわかり

やすくお話しします。

日本人・外国人の交流を促進することを目的に、東海地域で活

動する外国人自助組織を紹介するイベントを開催します。

身近なところから多文化共生を知るきっかけづくりとし

て多文化スクールを開講します。今年度はプレ企画とし

て、料理教室、メイク講座等を行うことを予定しています。

平成 23 年度に作成した「外国人相談員のためのワークブック」

をもとに、外国人相談に応じる相談員向けの研修会を実施します。

2012 年度（2012 年 6 月～

　　2013 年 5 月）事業予定

事業報告

http://www.facebook.com/tabunka.tokai
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1. より添いホットライン 外国人専門ライン運営事業（一般社団法人社会的包摂
　 サポートセンター委託事業）

1. 外国につながる子どもの障がいに関する事業

2. 進路進学支援に関する事業

2. 多文化共生人材育成事業

3. ニュースレターの発行

4. 多文化グルメマップの発行

5. 多文化共生データブック作成事業

「相談業務に役立つ！外国人相談員のための
ワークブック」発行！

その他、上記の目的達成に必要な事業

「外国につながる子ども」の健全育成に関する事業

一般社団法人社会的包摂サポートセンターからの委託を受け、厚生労働省のモデル事業として 8 言語（英

語、タガログ語、韓国語、タイ語、中国語、スペイン語、ポルトガル語、日本語）による電話相談を実

施します。

外国につながる子どもの発達障がい、知的障がい等、障がいに関する調査・

研究を実施します。

外国につながる子どもの進路進学に関する事業を行います。

日本語教室でのボランティアや災害時の通訳・翻訳など多文化共生を担う人材を育成する研修・講座を

実施します。

当団体の活動報告及び多文化共生に関する情報を掲載したニュースレターを年に 3 回発行します。

外国人の経営する飲食店・販売店等外国人コミュニティを紹介する冊子を

作成、発行します。

これまでの実施事業を通じて得た情報等をもとに、愛知県内の多文化共生

にかかわる組織・団体（自治体、国際交流協会、NPO/NGO、外国人自助

組織等）の概要や取り組み等を整理し、その他必要な情報等を加えて「多

文化共生データブック」を作成します。

平成 23 年度にあいちモリコロ基金の助成を受けて作成した「外国

人相談員のためのワークブック」を発行しました。日本語の他、ポ

ルトガル語、スペイン語、英語のワークブックを用意しています。

本ワークブックを活用した研修会の開催も承っておりますので、お

気軽にご相談ください。



文学の視点から「満洲」がどんな意味を持つのかを概観した一冊。満
洲での異郷体験を多くの文学作品に書き残している。島国とは違った
大陸の風土で、どんな文学が描かれるのか。そこには、新天地として
のモダニズムと都市の魅力、郷愁、民族の軋みなどに加え、夢と挫折、
理想と現実が織り込まれている。

これは、満洲に居た日本人の生活を中心に論じたも
のである。民族協和を唱えながらも、大連、新京（長
春）、奉天（瀋陽）、ハルビン等の都市では「日本人町」
という顕著な棲み分け社会が形成された。満洲で活
動していた人々の移動を辿りながら、渡満の動機、経
緯と職業などに触れている。

政治的な側面に焦点を当て、重要資源の補給地としての占領方針から「建国」の方向になぜ転じたのかを詳細に考
察した。ここでは、満洲国を頭が獅子（関東軍）、胴が羊（天皇制国家）、尾が龍（中国皇帝）という怪物キメラと
想定し、その理念と裏腹に捻じれた内実を明かした。特に、日本の権力者側が満洲の多民族状況を踏まえたうえで、
いかに日本の利益を保つと同時に平和的な共存を図るのかに苦心する様子が描かれている。

紺野堅一さんは、現在 92 歳。不況まっただ中の戦前の日本から、出稼ぎのつもりで単身ブラジルに渡って 72 年。言葉もわか
らない土地で、10 回も職業を変え、破産の憂き目にもあった。だが、諦めずに努力した甲斐があって、今ではサンパウロで悠々
自適の暮らしをしている。しかし、紺野さんは家でじっとしているご隠居さんではない。今年も紺野さんは飛行機だけでも 26
時間かけて日本にやってくる。それは日本に出稼ぎに来ている若いブラジル人たちを訪ねるためだ。彼らの将来はいったいど
うなるのか。子どもたちの教育の現状はどうか。90 歳を超えても遠い未来を見すえて、希望を語るおじいちゃんの物語。

【公式 HP】http://nanakokurihara.com/senhordobrasil/index.html

3.11 の未曾有の東北大震災に際して多くの国が救援隊を派遣した。米軍の救援活動は OPERATION TOMODACHI と名付けられた。 
一方でそれまで日本にいた外国人の多くは身の危険を感じて続々と帰国していった。 そんな中で在日ビルマ人 95 人が被災地を
訪れ、炊き出しや清掃ボランティアを敢行した。軍事政権下の圧政で国に帰るに帰れず、加えて日本の難民制度の制約という
壁の二重苦に苛まれているにもかかわらず、彼らは被災地のためにボランティア活動をすることを買って出たのだった。こん
な身近にこんなにも TOMODACHI がいたなんて。彼らを突き動かすのはいったい何なのであろうか？ 彼らの３年を追い、力強
い生き方に密着した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【公式 HP】http://neighbourly-tomodachi.jimdo.com/

『異郷の昭和文学―「満州」と近代日本―』（岩波新書、1990 年） 『満洲の日本人』（吉川弘文館、2004 年）

『キメラ―満洲国の肖像　増補版』（中公新書、2009 年）

『ブラジルから来たおじいちゃん』

『すぐそばにいた TOMODACHI』

川村湊  塚瀬進  

山室信一  

かつて「五族協和・王道楽土」を掲げた理想国家があった。　
その国は単一民族国家と言われる日本のもとに、植民地支配された台湾や朝鮮とは性質の違う

「建国」理念を打ち出した。「満洲国」は、日本の敗戦まで 13 年間の短い命であったが、在住
日本人は 150 万人を超えた。「五族協和」の下、日本人の他に漢人や朝鮮人、蒙古人、満洲人、
白系ロシア人やユダヤ人も共存していた。そして、西洋の武力による統治（＝覇道）ではなく、
東洋の “ 徳 ” による統治（＝王道）でアジア的な理想国家（＝楽土）を実現させたという。当時、
被植民者側であった台湾人や朝鮮人までも、この理想に魅かれて進学や仕事でその地に赴いた。
そして、日本人を含む各々の民族が自らの文化を持って、満洲の風土と共に暮らしていた。彼
らの軌跡は建築や文書をはじめ、経済、文学など多くの分野に残された。もし、「満洲国」を “ 多
文化共生 ” の視点で捉え直したら何か見えてくるのだろうか。（推薦者：張雅婷）

「だれもが暮らしやすい社会の実現」「多様な人々がたがいにつながりを持って生きていける社会」
は、みんなの願い。 でも、どうしたらそんな社会になるのでしょうか？　「移民」「難民」の生活から現在の日本社会の「多様性」
を映し出した２作品には、そのヒントがいっぱい詰まっています。（推薦者：土井佳彦）

本の紹介

映画の紹介

８ たぶんか便り
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中国は9月に新学期が始まります。どこの大学でも新入生

がまずすることは、約 1ヶ月に渡る軍事訓練。朝から晩

まで迷彩服を着て、「一(イ )二 (アール )一 (イ )、一 (イ )二 (アー

ル ) 一 ( イ )…」と大声を出しながら、訓練します。昨年初めて

見た時は、大学生にもなって、どうしてこんなことをさせられ

るのかなあと感じましたが、同僚曰く、「本格的に勉強を始める

前に心身を鍛えるため」だそうです。実際体験した学生も、やっ

てよかったと感想を述べていました。ただ、見ていると、途中

で倒れたり、泣いている女子学生も…。なかなか大変そうです。

　中国の学生は本当によく勉強します。小学 1年生から既にた

くさんの宿題があり、高校時代などは毎日山のような宿題があっ

たそうです。中国式の勉強法はとにかく暗記。学生が自ら考え

ることをあまりさせないようです。その甲斐あってか、暗記は

本当に得意です。日本語がよくできる学生に尋ねると、会話文

などをとにかく暗記したと言う人もいます。語学習得には丸暗

記が必要なのでしょうか？なお、学生に中学や高校の思い出を

尋ねても「特にない。楽しくなかった」という答えが返ってき

ます。日本だったら、部活動や修学旅行、文化祭など、授業以

外の思い出がある人が多いと思いますが、中国では学生は勉強

のみ。大学でも、日本では部活やサークル、アルバイト、旅行

など、それぞれ充実した生活を送っています。社会的にも、学

生時代は勉強以外のこともいろいろ経験することで視野が広が

り、それらを通して何を感じ、何を学ぶかが大切だという考え

方があると思います。それに対し、中国の学生は勉強以外の興

味や打ち込めるものが少ないように感じます。

　さらに、大学生の恋愛に対して否定的な人もいます。時々「日

本では何歳から恋愛するか」と訊かれます。私は「中学生の人

もいるし、大学生の人もいるし…、人それぞれ」と答えますが、

「中学生！？」とかなり驚かれます。というのも、中国では中学

高校など、恋愛は親も絶対許さないし、社会的にも否定的な風

潮があるようです。昨年出演した江西教育テレビ局の番組でも、

大学生の恋愛の可否についての議論になりました。こういうこ

とが話題になること自体、不思議です。

大学生はほぼ全員学校の中にある寮で暮らします。当校の

寮は 1部屋 4人。学校や学部によっても違うようですが、

私の学校の一部の学生は朝と夜の決まった時間、教室で自習を

しなければいけません。その教室というのは、彼らのクラスルー

ム。クラスごとに担任もいますし、まるで日本の小中高のよう

です。学校に管理されていると感じざるをえません。学校の寮

に住み、基本的に学校の食堂で 3食の食事をします。各自非常

に大きな水筒を持っていて、決まった時間にお湯を買い、寮で

そのお湯を飲んだり、顔を洗ったりするのに使っています。ま

た、寮で料理は禁止されていますが、どこの部屋にも炊飯器が

あって、みなこっそりご飯を炊いたりしています。中には炊飯

器を使って料理をする学生も。私も学生の寮で一緒に餃子を作っ

て食べたこともありますし、炊飯器を使って炒め物をする学生

もいて、こういう使い方もあるんだと驚きました。

　中国と日本の学生を比べると、日本の学生の方がずっと自由

だと感じます。また、中国の学生はずっと管理されてきている

からか、自立していなくて幼い印象もあります。けれども、そ

のかわり素直な学生が多いです。（寄稿：岡田麻衣）

写真：授業で浴衣

の着付。

写真：学生の寮で、

こっそり餃子作り。

  ● 

 北京 

 上海 

 南昌市 
 江西省   ● 

  ● 

　2011 年 1 月 6 日より青年海外協力隊の日本語教師として、中国の江西省南昌市にて活動し

ています。私の配属先は江西青年職業学院という 3年制の職業学校で、旅遊商務学部日本語学

科にて日本語や日本文化などについて教えています。主に活動を通じて感じる中国の学生につ

いて、ご紹介します。ただし、内容は「私が知っている中国」でしかないため、とてつもなく

広くて人口の多い中国では、この限りではないかもしれません。

私が中国で感じる異文化 
～中国の学生について～

世

多文化事
情

界の中国 

江西 省編 
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写真：昨年の教師の日、学生に囲まれて。



絞ったレモンや 100％のレモン果汁

に砂糖、水、氷を混ぜたドリンク

です。さっぱりしたものを飲みた

い時に作ります。わたしの家は農

家だったため、

庭 に レ モ

ンの木があり、

家でよく作っ

ていました。

（さゆり）

フィリピンではココナッツ（ヤ

シの実）の木がたくさん育ちま

す。ココナッツの実をジュース

として飲みますが、その木の

樹液を自然醗酵させ

ると、お酒も作れま

す。それがトゥバで

す。アルコール度４

～５％の蒸留酒です。

（ジェシー）

紫トウモロコシのジュースで、ペルー

を代表する飲み物です。作り方は紫ト

ウモロコシとパイナップルの皮と芯、

シナモンスティクをたっぷり水の入っ

た鍋に入れて煮込みます。最後に砂糖

とレモン汁を入れて完成で

す。ポリフェノールを多く

含んでいて、健康にもいい

ので、ペルーではとても人

気です。（エヴェリン）

ドイツでは、ビールをジュースで割っ

たビールカクテルが人気です。白ビー

ルをバナナジュースで割った「バナー

ネン・ヴァイス（Bananen Weiß）」が

有名です。他にも、コーラで割った

「ネーガー（Neger）」もあります。

（ミルカ）

野菜の冬瓜と黒砂糖を一緒に煮

込んだ甘いお茶です。漢方では、

冬瓜は体を冷し、熱をさます効

果があると言われています。一

年中通して飲むことができるの

で、多くの人に飲まれています。

（YUKI）

白いとうもろこしをシナモンと一

緒に煮込んで作るジュースです。

お好みでレモンを絞ります。栄養

たっぷりで、いつも家庭にありま

す。また、ボリビアでは果物の皮

は捨てずにジュースにすることが

多いです。パイナップル、みかん、

りんごなど、

どんな皮でも

活用します。

　（ロサリオ）

　

台湾の街中のジュース屋で普通に売ら

れています。アボガドとミルクの組

合せは、日本ではありえないかもしれ

ませんが、台湾で果物とミルクを一緒

にミキサーにかけることは一般的で

す。例えばバナナと

ミルクのバナナミル

クジュース、スイカ、

パパイヤ、リンゴも

ミルクと混ぜます。

（賴鈺菁 らい・ぎょ

くせい）

レモナーダ

トゥバ

チチャモラ―ダ

五味子茶（オミジャ茶）

バナナビール

冬瓜茶

アボガドミルクジュース ソモ

ブラジル

フィリピン

ペルー

韓国

ドイツ

中国

台湾 ボリビア

五味子とは、モクレン科のチョウセ

ンゴミシの赤い実を乾燥させたもの

で漢方薬としても使用されます。名

前の通り苦味、甘味、酸味、塩味、

辛味の５つの味が楽しめます。朝鮮

王朝時代から飲み継がれている韓国

伝統茶で、健康にも美容にも最適★

甘酸っぱくてとて

もマシッソヨ。こ

の時期はホット

がおススメです。

（ミョンジャ）

界の世 飲 物み

オススメ

イラスト ： じゅんじゅん

11 たぶんか便り

あなたの国には、ぜひ外国人にお勧めしたい

　飲み物、他の国にはない独特な飲み物は

　  ありますか？ソフトドリンクでも、アル

　　コールでもなんでもかまいません。

　　　　ぜひ紹介してください。
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麦

　
茶
、
っ
て
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
ね
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
研

　
修
生
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
だ
け
ど
、「
こ
ぶ
茶
」
が

　
苦
手
な
人
が
多
い
ん
だ
っ
て
。

ヤ
ー
テ
ィ
ン
・
・
あ
の
旅
館
と
か
に
置
い
て
あ
る
お
茶
で
す
か
。

　
私
も
ち
ょ
っ
と
苦
手
か
も
。

た
け
や
ん
・
・「
こ
ぶ
茶
」、
な
に
な
に
（
・
・
・
ネ
ッ
ト
で

　
調
べ
る
と
）「
感
想
さ
せ
た
昆
布
を
粉
末
に
し
た
も
の
。
最

　
近
で
は
昆
布
の
小
片
に
お
湯
を
注
ぐ
タ
イ
プ
も
あ
る
」。

と
も
ち
ゃ
ん
・
・
昆
布
っ
て
、
日
本
で
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理

　
に
「
だ
し
」
や
「
つ
ゆ
」
で
使
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
日
本

　
人
に
と
っ
て
は
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
馴
染
ん
だ
味
で
、「
お
い

　
し
い
」
っ
て
感
じ
る
の
か
も
ね
。

ま
っ
き
～
・
・「
母
親
の
味
」
っ
て
い
う
け
ど
、
小
さ
い
こ
ろ

　
か
ら
の
食
生
活
っ
て
、
そ
の
人
に
知
ら
ず
知
ら
ず
に
影
響

　
を
与
え
て
い
る
の
ね
。

た
け
や
ん
・・
外
国
の
飲
み
物
や
食
べ
物
っ
て
、
日
本
人
に
と
っ

　
て
は
「
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
珍
し
い
食
事
」
か
も
し
れ

　
な
い
け
ど
、
母
国
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
人
た
ち
か
ら
す
る

　
と
、
母
国
と
の
つ
な
が
り
を
無
意
識
に
感
じ
る
こ
と
が
で

　
き
る
大
切
な
も
の
な
ん
だ
ね
。

と
も
ち
ゃ
ん
・
・「
世
界
の
珍
し
い
飲
み
物
を
紹
介
し
よ
う
」
っ

　
て
気
軽
に
選
ん
だ
テ
ー
マ
だ
っ
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
「
多

　
文
化
共
生
」
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
わ
。

ニュースレター
編集チーム

メンバー紹介

サポーター会員大募集！

団体正会員　年会費　20,000 円

個人正会員　年会費　5,000 円

賛助会員　　年会費　3,000 円

寄付　　　　一口　　1,000 円

ご支援頂ける方は下記までご連絡下さい。

( 特活 ) 多文化共生リソースセンター東海

〒 460-0004  名古屋市中区新栄町

2-3 YWCA ビル 6 階

TEL：052-228-8235  

FAX：052-228-8236　

E-mail: mrc-t@nifty.com

blog: http://blog.canpan.info/

mrc-t/

発行：( 特活）多文化共生リソース　

センター東海

発行責任者：土井佳彦

　ただいまミーティング中☆

　

編 集後 記 編集チームって、どんなところ？

どんな人たちがいるの？そんな読者の

みなさんの疑問にお答えして、今回は、

ニュ－スレターミーティングの様子を

    　お見せしちゃいます！

じゅんじゅん

たけやんまっき～

ヤーティン ともちゃん

2 児のパパ。会社で

頑張るお父さん。

子育て奮闘中のママ

さんボランティア。

当団体の事務局長。

ご意見番。

台湾からの留学生。

日本大好き。

デザイン大好き。

レイアウトはお任せ。

編集長
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